
プリンタ収納PCバッグ取扱説明書 BAG-MPR1BK

■プリンタの収納方法

■セキュリティーについて

①小型ルーム側にモバイルプリンタを収納します。

大型ルーム
大型ルーム

中トレー ACアダプタ

小型ルーム

モバイルプリンタ

②モバイルプリンタの上に中トレーを取付けます。

モバイルプリンタ

③中トレーの上にACアダプタなどを収納します。

モバイルプリンタ

大型ルームにも上下可能な中トレーが
取付けできます。

※HP Officejet H470、Deskjet 460c/460cb 収納時は、大型ルームに収納してください。 
　Deskjet 460cb収納時のみ上部に中トレーを取付けることができません。

（大型ルーム） 南京錠取付け可能なファスナー（小型ルーム）

南京錠が取付け可能なリング付きファスナー
です。南京錠は付属しておりませんので、別
途下記の製品をお買い求めください。

南京錠（小）
SLE-2L-1～10
￥525(税抜き￥500)

ダイヤル錠（小・4桁）
SLE-5L
￥766(税抜き￥730)

13/03/MIDaMo

ワイヤーなどと組み合わせて新幹線シートやオフィスの机の足等に巻き付けてご使用いただくことも可能です。
下記のアドレスでご確認の上、お買い求めください。
http://www.sanwa.co.jp/product/acc/esecurity/index.html

ダイヤル式ファスナーロックの
暗証番号設定方法

ダイヤル式ファスナーロックの
施錠方法

1. ダイヤルを暗証番号に合わせます。
　（開錠状態）
2.Aを矢印の方向に押したままの状態でダイヤ
ルを回転させて好みの数字に合わせます。
3. Aを戻すと設定は完了です。
4. 確認のため設定した番号でAを矢印の方向に
スライドさせ、錠前の開閉を確かめます。

本製品は初期設定の暗証番号が（000）となっ
ております。
新しい暗証番号の設定方法は以下の通りです。 

①2つのファスナーを閉め合わせ、つまみの部
分をスリットに押し込みます。（この時、引き手
部分の穴にロックピンが通るようにしてます）
②ダイヤルを回してロックします。

※ファスナーロックの暗証番号は、必ずメモ
するなどして保管してください。暗証番号
を忘れてしまった場合は、ファスナーを壊
すか、全ての番号を試さなければ開錠する
ことはできません。

0

0

0

押し込む
スリット

0

0

0

A

東京都品川区南大井6-5-8 TEL.03-5763-0011
岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-3311
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